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要旨

【目的】国連から公開されている食料供給のデータベース FAOSTAT による日本の食料供給量と国
民健康・栄養調査の食物摂取量の50年間の変動の比較を行い、食物摂取評価における FAOSTAT の
有用性を明らかにする。

【方法】FAOSTAT の1961年から2011年までの日本の食品別食料供給量のデータを入手し、日本食
品標準成分表2015年版の食品分類区分で食品群の分類を行った。食料供給量は国内生産量が記録さ
れるところから家計までの間のすべての段階における減耗を除いた供給量である。厚生労働省から
公開されている国民健康・栄養調査のデータを入手し、FAOSTAT と年度ごとの食品群のマッチン
グを行った。全期間および1980年まで、2000年まで、2001年以降の 3 期間について、食品群別に一般
線型モデルで FAOSTAT と国民健康・栄養調査との間での平均値の差と傾きの差の検定を行った。

【結果】国民健康・栄養調査では食品の分類方法や内容が途中で大きく変更されており、穀類、嗜好
飲料類、油脂類、藻類などでは経時的変動を捉えることが難しかった。このため全期間を通して摂
取量の経時変化の傾きにFAOSTATと有意な差がなかったのは果実類と魚介類のみであった。3 期
間に分けての解析では、現在に近づくほど傾きに両者の食品群間の差がなくなり、2001年以降では
比較が可能であった14の食品群のうち 9 の食品群で傾きに有意な差は認められなかった。平均値の
差については、全期間ではすべての食品群で有意な差があり、2001年以降の期間でも同様であった。

【結語】国民健康・栄養調査における食品分類方法の変更などにより50年間の変動については、
FAOSTAT との比較は難しいことが明らかになった。しかし、2001年以降のデータでは FAOSTAT
と国民健康・栄養調査の間での変動の差は少なく、供給量と摂取量との差はあるとは言え、食品の相
対的な摂取量を FAOSTAT のデータから推定することは可能であると思われた。また、調査方法が
一貫している FAOSTAT のデータを用いて国際的な比較研究を行うことは、これからの ecological 
study（生態的研究）に役立つと言える。

キーワード：国民健康・栄養調査、食物供給量、FAOSTAT

【緒言】

FAOSTAT は、FAO（国連食糧農業機関）
が運営する世界最大かつ包括的な食料・農林  
水産業関連のオンライン統計データベースで

ある1 ）。1961年から毎年、農林水産業、食料援
助、土地利用、人口の統計が約240の国と地域
について英語、フランス語、スペイン語の 3 か
国語で公表されている。データベースには food 
balance として消費者に届く段階での各食品の
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重量、エネルギー、たんぱく質、脂質の国民一
人当たりの供給量が含まれており、家庭での廃
棄量は除かれてはいないが、実際の食品摂取量
を強く反映するものと思われる。

栄養摂取のパターンは疾患構造と強く関連し
ている2 ）。特に日本では、生活習慣の欧米化に
伴って、脂質異常症、糖尿病などの代謝性異常、
さらには虚血性心疾患や大腸がん、乳がん、子
宮がんなどによる死亡が1960年代から1980年
代にかけて増加しており、その大きな要因と
して、食生活、特に肉類、乳類、卵類、油脂
類の摂取量の増加が推測されている3-5 ）。諸外
国でも日本のような nutrition transition（栄養
転換）は経験されているが、ほとんどの国々で
国民の栄養摂取量調査がなされていない中で、
FAOSTAT のデータが食品摂取量の変化を表
すデータとして使用され、解析されている6-11）。

日本では国民栄養調査が、終戦直後の1945年
12月に海外からの食糧援助を受けるための基礎
資料を得る目的で連合国軍司令部（GHQ）の指
令に基づく調査を、東京都民6,000世帯約30,000
人を対象として実施し、1946年には27都道府県
等で、1948年からは層別無作為抽出法により調
査地区が選定され全国調査として実施されてい
る。2003年からは健康増進法に規定された国民
健康・栄養調査として、国民の健康の増進の総
合的な推進を図るために実施されることとなっ
た。

本研究では、FAOSTAT による日本の食物
供給量と国民健康・栄養調査の50年間にわたる
食物摂取量の変化についての比較を行い、食
物摂取評価における FAOSTAT の有用性を明
らかにすることを目的に研究を行った。食品摂
取量の指標として FAOSTAT の妥当性が認め
られれば、日本と諸外国との国際比較研究な
どにも有用と考えられ、FAOSTAT を用いた
ecological study（生態的研究）の推進に役立つ
ことが期待される。

【方法】

本研究では、一般に公開されている FAOSTAT
の日本に関するデータと、国民健康・栄養調査

のデータを用いて解析を行った。
国連から公開されている FAOSTAT の1961

年から2011年までの国別の食糧供給表から、日
本の食品別食糧供給量のデータを入手した12）。
FAOSTAT の食糧供給量は国内生産量、輸入
量、輸出量が記録されるところから家計までの
間のすべての段階における減耗を除いた供給量

（粗食料）である。厨房など家計において発生す
る商品の可食部及び非可食部の廃棄分は除かれ
ていない。解析では各食品の国民一人一日当た
りの供給量を年度ごとにグラムで求めたものを
用いた。FAOSTAT で集計が行われている126
種類の食品のうち、内容に重複がある32種類を
除いた94種類の食品を日本食品標準成分表2015
年版13）の食品分類区分に準じて食品群の分類を
行った（表 1 ）。

国民健康・栄養調査のデータについては、厚
生労働省から公開されている1961年から2011年
までのデータベースから食品群別の摂取重量
データを入手した14，15）。食品群別の一人一日当
たりの摂取量を年度ごとにグラムで求め、解析
に用いた。

FAOSTAT の分類基準から、アルコール飲料
は嗜好飲料に含めた。野菜類には緑黄色野菜、
その他の野菜、きのこ類を含め、砂糖・甘味料
には菓子類も含めた。また、調味料・香辛料類、
その他の分類項目については集計に含めなかっ
た。このため、食品群は、穀類、いも類、砂糖・
甘味料類、豆類、種実類、果実類、野菜類・きの
こ類、藻類、魚介類、肉類、卵類、乳類、油脂
類、嗜好飲料類の14食品群について分類し、そ
の上で、FAOSTAT と国民健康・栄養調査年度
ごとの食品群のマッチングを行った。2001年に
国民健康・栄養調査の食品別集計方法に大きな
改訂があったため、2001年以降と2000年以前に
時代を分け、また2000年以前は1980年までの20
年間と、それ以降の20年間に分けて、全期間お
よび1980年まで、2000年まで、2001年以降の 3
期間について解析を行った。

FAOSTAT と国民健康・栄養調査との間での
食品群別の平均値の差と傾きの差を検定するた
め一般線型モデルを用いた。モデルでは目的変
数を食品群別の一人一日当たりの重量とし、説
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明変数は主効果として調査（国民健康・栄養調査
を 1 、FAOSTAT を 0 とした）及び年度とその
交互作用項を入れ、主効果の回帰係数を切片の
差、交互作用項の回帰係数を傾きの差とした。
標準化回帰係数を求めているため切片の差は標
準化された平均値の差となる。統計解析には R 
3.2.516） を用い、p<0.05を有意とした。

【結果】

FAOSTAT と国民健康・栄養調査の食品群別
の1961年から2011年までの時代による変化を図
1 に示した。穀類の時代変遷は、国民健康・栄
養調査で2001年に米が「めし」に変わるなど、
原材料から調理後の食材に分類が変化し、その

ため重量が大きく増加している。2000年までは
FAOSTAT、国民健康・栄養調査ともに低下傾
向があり、低下速度は国民健康・栄養調査の方
が速かったが、両者は、2001年以降は同様の速
さで低下している。いも類に関しては1970年代
中頃までは FAOSTAT は国民健康・栄養調査
よりも大きく低下していたが、1980年以降では
両者はほぼ平行した変化を呈していた。砂糖・
甘味料類では1970年頃以降に FAOSTAT と国
民健康・栄養調査で重量に大きな差が認められ
たが、年度とともに緩やかに減少していくとい
う傾向は共通していた。豆類では FAOSTAT
よりも国民健康・栄養調査の方が大きく数値が
上回っている結果となっていた。全期間を通し
て FAOSTAT ではほぼ横這いであったが、国

表 1 ．FAOSTAT の食品項目からの食品群分類
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民健康・栄養調査ではゆっくりとした減少傾向
であった。種実類は FAOSTAT では全期間を
通して増加が認められたが、国民健康・栄養調
査では1970年頃からほぼ横這いであった。果
実類は1970年代後半頃に FAOSTAT、国民健
康・栄養調査ともにピークを迎えた。その後
FAOSTAT では漸減、横這いであったが、国
民健康・栄養調査では減少傾向であった。野菜・
きのこ類では FAOSTAT は1970年頃以降減少
しているが、国民健康・栄養調査では逆に増加
傾向にある。藻類は FAOSTAT よりも国民健
康・栄養調査の方が値が大きく、さらに2001年
に調査方法の変更により、国民健康・栄養調査
で大きく値が増加している。2000年以降は両者
で漸減傾向がみられる。魚介類は FAOSTAT
と国民健康・栄養調査で同じような変動がみら
れ、ともに2000年以降減少してきている。肉類
は1970年代まで FAOSTAT と国民健康・栄養調
査との間に差がなかったが、その後 FAOSTAT
は上昇を続け、緩やかな上昇となった国民健
康・栄養調査との間に大きな差が生じている。
卵類、乳類では FAOSTAT と国民健康・栄養調
査との差が年代ともに大きくなる傾向がみられ
る。油脂類は国民健康・栄養調査で2001年にマ
ヨネーズが油脂類から調味料・香辛料類に分類
が変更になり大きく減少している。嗜好飲料類
でも2001年の調査法の変更により、その後値が
大きくなっているが、これを除くと FAOSTAT
と国民健康・栄養調査の変動は似たものとなっ
ている。

このような変化を一般線型モデルでFAOSTAT
と国民健康・栄養調査の交互作用項を入れて、
両者の切片の差と傾きの差を求め検定を行った

（表 2 ）。1961年から2011年までの全期間を通し
て食品群の経時変化の傾きに FAOSTAT と国
民健康・栄養調査の間で有意な差がなかったの
は果実類と魚介類のみであった。また切片はす
べての食品群で有意な差が認められた。1961年
～1980年、1981年～2000年、2001年以降の 3 期
間に分けての解析では、1961年では果実類のみ
で FAOSTAT と国民健康・栄養調査の間で有意
な傾きの差がなかった。1981年～2000年では砂
糖・甘味料類、豆類、藻類、魚介類の 4 群で傾き

表
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に差がなく、2001年以降では穀類、いも類、豆
類、種実類、果実類、肉類、卵類、乳類、油脂
類の比較が可能であった14の食品群のうち 9 の
食品群で傾きに有意な差は認められなかった。
また切片については、1961年～1980年で果実類
に、2001年以降で野菜類・きのこ類のみに有意
な差がなかった。

【考察】

FAOSTAT のデータは、国民の栄養摂取量調
査がなされていない国々での長期的な食物摂取
の変遷をみるため6-11）、あるいは食物摂取の国
際比較のために17，18） 使用されてきた。さらに、
身長や肥満などの体格と食物摂取との関連につ
いての解析にも用いられてきた19-21）。

また、疾患と食物摂取との関連については、
カカオの消費量と睾丸腫瘍との関連に関する生
態学的研究がある22）。しかし、論文はまだまだ
少なく、FAOSTAT の50年以上に渡って全世
界を網羅している膨大なデータは、世界的に見
ても栄養学の分野ではほとんど利用されていな
い。特に日本では、FAOSTAT のデータは食糧
供給力に関する農学分野での研究などに限られ
ている23）。

国民健康・栄養調査では食品の分類方法や、
重量の求め方などの調査方法が、この50年間で
大きく変化している24，25）。1995年には、それま
で世帯単位で調査が行われていた 3 日間秤量記
録法が改められ、比例案分法による食物摂取状
況調査となり、従来の世帯単位から個人単位で
の摂取量を求めるようになった。また2001年に
は、原材料の重量、成分を用いる方法から、調理
後の重量や成分を用いる方法に変更された。例
えば米から、炊かれた「めし」へ変更され、穀
類の摂取重量が大きく増加した。また乾物類で
は、乾物での重量から茹で、あるいは水戻し後
の重量へと変わり、藻類の重量や、茶葉からお
茶へと変わった嗜好飲料の重量が、それまでの
データと大きく異なってしまった。さらに食品
群の分類方法や分類基準が年代により変化して
きた。きのこ類は1971年にその他の野菜の食品
群から独立して集計されるようになった。トマ

トは1964年に果実類からその他の野菜類に1984
年からは緑黄色野菜に分類が変更されている。
2001年には、ジャムが砂糖類から果実類に、味
噌が豆類から調味料・香辛料類に、マヨネーズ
が油脂類から調味料・香辛料類に変更され、さ
らに調味料・嗜好飲料の食品群が調味料・香辛料
類と嗜好飲料類の２つの食品群に分かれた。

仮に、2001年以降の国民健康・栄養調査の方
法が2001年より前に採用されていたら、摂取量
を FAOSTAT のデータから推定することがで
きたかもしれないが、実際には、国民健康・栄養
調査は食品の分類方法や内容が時代により大き
く変更されており、本研究でも特に穀類、嗜好
飲料類、油脂類、藻類などでは国民の食品摂取
状況についての長期にわたる経年的変化を捉え
ることが困難であった。このため50年間を通し
ては、国民健康・栄養調査と FAOSTAT との比
較は一部の食品を除いて難しいことが明らかに
なった。

FAOSTAT は食物供給量であり、国民健康・
栄養調査は食物摂取量であるため、FAOSTAT
の値は国民健康・栄養調査の値よりも高い食品
が多かったが、豆類と藻類は国民健康・栄養調
査の値の方が高い結果となっていた。これは、
豆類の場合には日本では納豆や豆腐等の大豆加
工製品を多く摂取しており、原料としての大豆
よりも重量が増えているためと考えられる。藻
類は世界的にみると食文化として日常的に摂取
している国は少ないため、日本では FAOSTAT
において供給量として算定されていない藻類の
摂取量が多い可能性がある。

食品衛生の考え方が浸透していく中で、近年
食品の廃棄率が大きく増加してきている24）。食
品への消費期限、賞味期限の記載が徹底され、
家庭でも食品の廃棄率は高くなっていると思わ
れる。本研究では特に、種実類、肉類、卵類、乳
類、油脂類において、FAOSTAT と国民健康・
栄養調査との差が特に1970年代から1990年代に
かけて拡大しており、これらの食品の廃棄率が
高くなっている可能性がある。

本研究の結果から、日本と諸外国との比較研
究を行う場合には、少なくとも2001年以降の
データでは FAOSTAT と国民健康・栄養調査
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の間での変動の差は少なく、供給量と摂取量と
の差はあるとは言え、食品分類の問題や食品の
廃棄率を考慮しても食品の相対的な摂取量を
FAOSTAT のデータから推定することは可能
であると思われた。そして、調査方法が一貫し
ている FAOSTAT のデータを用いて国際的な
比較研究を行うことは、これからの ecological 
study（生態的研究）に役立つと言える。

【結論】

国民健康・栄養調査では、この50年間に調査
方法の大きな変化が何度もあり、食品摂取量の
長期にわたる経年的変化を捉えることは難し
い。一方で、一貫した世界共通の方法で家庭へ
の食料供給量を提供する FAOSTAT のデータ
ベースを利用することは、供給量と摂取量の差
はあるとはいえ、特に国際比較を行ったり、長
期の経年的変化を捉えたりする場合には有用で
ある。本研究の結果から日本人の食品の相対的
な摂取量の変化を FAOSTAT のデータから推
定することは、少なくとも2001年以降では可能
であると思われた。
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Purpose: The purpose of this study is to compare the changes during the 50 years of the food supply amount 

in Japan by the United Nations database FAOSTAT and the food intake of the National Health and Nutrition 

Examination Survey (NHANES) and to examine the usefulness of FAOSTAT in the assessment of food intake.

Methods: Using FAOSTAT data of food supply in Japan from 1961 to 2011, the supplied foods were classified 

according to the food classification category of Japanese food standard component table 2015 edition. The data 

of NHANES, which is published by the Ministry of Health, Labor and Welfare, were matched with FAOSTAT 

data by of the food groups and year. The differences in mean and slope between FAOSTAT and NHANES were 

tested by general linear model in entire period from 1961 to 2011 and three periods 1961-1980, 1981-2000, 

and 2001-2011.

Results: Because the classification methods of the foods have been changed during 50 years in NHANES, it 

was difficult to clarify the trends of cereal, beverage, oils and fats, algae intakes. Thus, there were significant 

differences between NHANES and FAOSTAT in the slope of intakes throughout the entire period except fruits 

and seafood. In the analysis of divided into three periods, differences in the slope of foods between NHANES 

and FAOSTAT were getting not significant as closing to the current, and differences in the slope were not 

significant in the 9 food groups of the 14 food groups in the period since 2001. As for the mean values, there 

were significant differences in all food groups during the entire period, and were similar during the period 

since 2001.

Conclusion: For variation of food intakes during 50 years, comparison between NHANES and FAOSTAT was 

difficult because of changes in food classification methods in NHANES. However, the differences in change 

between FAOSTAT and NHANES were relatively small during the period since 2001. Estimation of the relative 

intake of foods from the data in FAOSTAT appeared to be possible.

Key Words:  NHANES, Food supply, FAOSTAT
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